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(57)【要約】
【課題】録画番組のうち録画日時が古い番組ほど早く視
聴を済ませたいというユーザの要望に応えることが可能
な録画再生装置および録画再生方法を提供する。
【解決手段】録画再生装置は、録画手段１に録画された
番組を、番組の再生指示を受け付けた際に再生する録画
再生装置であって、前記録画された番組の再生時間が、
録画時に特定された当該番組の再生時間以下となるよう
に、前記録画された番組の録画日時から前記再生指示の
受付時までの経過時間に基づいて、前記録画された番組
の再生時間を制御する再生制御手段７を含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　録画手段に録画された番組を、番組の再生指示を受け付けた際に再生する録画再生装置
であって、
　前記録画された番組の再生時間が、録画時に特定された当該番組の再生時間以下となる
ように、前記録画された番組の録画日時から前記再生指示の受付時までの経過時間に基づ
いて、前記録画された番組の再生時間を制御する再生制御手段を含む録画再生装置。
【請求項２】
　番組を録画すると共に、当該番組の録画日時を格納する録画手段と、
　番組の再生指示を受け付ける受付手段と、
　前記録画された番組を、前記再生指示が受け付けられた際に再生する再生制御手段と、
を含み、
　前記再生制御手段は、前記録画日時から前記再生指示の受付時までの経過時間を算出し
、前記録画された番組の再生時間が、録画時に特定された当該番組の再生時間以下となる
ように、前記録画された番組の再生時間を当該経過時間に基づいて制御する、録画再生装
置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の録画再生装置において、
　前記再生制御手段は、前記経過時間が長くなるほど、前記再生時間を短くする、録画再
生装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の録画再生装置において、
　前記再生制御手段は、
　前記再生指示が受け付けられた場合、前記録画された番組の中から、予め定められた選
択条件に該当する番組を選択する選択手段と、
　前記選択された番組について、当該番組の録画日時から前記再生指示の受付時までの経
過時間を算出し、当該番組の再生時間が、録画時に特定された当該番組の再生時間以下と
なるように、当該番組の再生時間を当該経過時間に基づいて制御する短縮手段と、を含む
、録画再生装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の録画再生装置において、
　視聴予定時間を示す時間情報を設定する設定手段をさらに含み、
　前記短縮手段は、前記選択された番組の再生時間の合計が、前記時間情報にて示される
視聴予定時間を超える場合、前記選択された番組について、当該番組の録画日時から前記
再生指示の受付時までの経過時間を算出し、当該番組の再生時間が、録画時に特定された
当該番組の再生時間以下となるように、当該番組の再生時間を当該経過時間に基づいて制
御する、録画再生装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の録画再生装置において、
　前記録画手段は、さらに、前記録画された番組の優先順位を格納し、
　前記短縮手段は、さらに、前記優先順位と、前記再生時間が制御された番組の再生時間
と、に基づいて、前記再生時間が制御された番組の中から、前記視聴予定時間内で再生す
る再生予定番組を選択し、
　前記再生制御手段は、さらに、前記再生予定番組を再生する再生手段を含む、録画再生
装置。
【請求項７】
　録画再生装置での録画再生方法であって、
　番組を録画すると共に、当該番組の録画日時を格納する録画ステップと、
　番組の再生指示を受け付ける受付ステップと、
　前記録画された番組を、前記再生指示が受け付けられた際に再生する再生制御ステップ
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と、を含み、
　前記再生制御ステップでは、前記録画日時から前記再生指示の受付時までの経過時間を
算出し、前記録画された番組の再生時間が、録画時に特定された当該番組の再生時間以下
となるように、前記録画された番組の再生時間を当該経過時間に基づいて制御する、録画
再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、録画再生装置および録画再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　録画された番組（以下「録画番組」と称する。）を再生する録画再生装置が知られてい
る。
【０００３】
　特許文献１には、録画番組を、ユーザに関する情報（性別、年齢、好み、場所、または
、視聴状況）に基づいて編集し、その編集された録画番組を表示するディジタルテレビジ
ョンシステムが記載されている。
【０００４】
　例えば、このシステムは、まず、ユーザが好む番組の内容を、ユーザの視聴状況に基づ
いて特定する。続いて、このシステムは、録画番組のうち、その特定された内容のみが再
生されるように、録画番組を編集し、その編集された録画番組を表示する。
【特許文献１】特表２００５－５１６４８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ユーザは、視聴時間を十分に確保できない場合、録画日時の古い録画番組を短縮して視
聴したいという要望を持つことがあると考えられる。
【０００６】
　特許文献１に記載のシステムは、ユーザに関する情報に基づいて録画番組を編集するだ
けなので、録画番組のうち録画日時が古い番組を短縮して視聴したいというユーザの要望
に応えることができない。
【０００７】
　このため、ユーザは、自ら、録画日時が古い番組を探し、その番組のダイジェスト部分
のみを視聴していた。
【０００８】
　本発明の目的は、上述した課題を解決することが可能な録画再生装置および録画再生方
法を提供することである。換言すると、本発明の目的は、録画番組のうち録画日時が古い
番組を短縮して視聴したいというユーザの要望に応えることが可能な録画再生装置および
録画再生方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の録画再生装置は、録画手段に録画された番組を、番組の再生指示を受け付けた
際に再生する録画再生装置であって、前記録画された番組の再生時間が、録画時に特定さ
れた当該番組の再生時間以下となるように、前記録画された番組の録画日時から前記再生
指示の受付時までの経過時間に基づいて、前記録画された番組の再生時間を制御する再生
制御手段を含む。
【００１０】
　本発明の録画再生方法は、録画再生装置での録画再生方法であって、番組を録画すると
共に、当該番組の録画日時を格納する録画ステップと、番組の再生指示を受け付ける受付
ステップと、前記録画された番組を、前記再生指示が受け付けられた際に再生する再生制
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御ステップと、を含み、前記再生制御ステップでは、前記録画日時から前記再生指示の受
付時までの経過時間を算出し、前記録画された番組の再生時間が、録画時に特定された当
該番組の再生時間以下となるように、前記録画された番組の再生時間を当該経過時間に基
づいて制御する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、録画番組のうち録画日時が古い番組を短縮して視聴したいというユー
ザの要望に応えることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の第１実施形態の録画再生装置を示したブロック図である。
【００１４】
　図１において、録画再生装置は、録画部１と、受付部２と、制御部３と、再生部４と、
選択条件格納部５と、設定部６とを含む。
【００１５】
　録画部１は、番組格納部１１と、番組情報格納部１２と、チューナ部１３と、記録部１
４とを含む。制御部３は、時計部３１と、選択部３２と、短縮部３３とを含む。制御部３
と再生部４は、再生制御部７に含まれる。
【００１６】
　録画部１は、一般的に録画手段と呼ぶことができる。
【００１７】
　録画部１は、番組を録画すると共に、その番組の録画日時を格納する。
【００１８】
　番組格納部１１には、番組が録画される。
【００１９】
　図２は、番組格納部１１に格納される情報の一例を示した説明図である。
【００２０】
　図２において、番組格納部１１には、番号（Ｎｏ．）１１ａと番組（番組コンテンツ）
１１ｂが、互いに対応づけて格納される。番組１１ｂは、ビデオデータとオーディオデー
タを含む。
【００２１】
　図１に戻って、番組情報格納部１２には、番組格納部１１に録画された番組１１ｂに関
する情報が格納される。
【００２２】
　図３は、番組情報格納部１２に格納される情報の一例を示した説明図である。
【００２３】
　図３において、番組情報格納部１２には、番号（Ｎｏ．）１２ａと、録画日時１２ｂと
、番組情報１２ｃと、優先順位１２ｄと、視聴済み情報１２ｅとが、互いに対応づけて格
納される。
【００２４】
　番号１２ａは、番組格納部１１内の番号１１ａと対応する。
【００２５】
　このため、番組情報格納部１２内の録画日時１２ｂと番組情報１２ｃと優先順位１２ｄ
と視聴済み情報１２ｅと、番組格納部１１内の番組１１ｂとは、番号１１ａおよび１２ａ
を介して対応する。
【００２６】
　よって、例えば、番号１２ａの値が「１」に対応する録画日時１２ｂは、番号１１ａの
値が「１」に対応する番組１１ｂの録画日時を示す。



(5) JP 2009-77251 A 2009.4.9

10

20

30

40

50

【００２７】
　また、番号１２ａの値が「１」に対応する番組情報１２ｃは、番号１１ａの値が「１」
に対応する番組１１ｂの情報を示す。なお、番組情報１２ｃは、例えば、番組名、番組の
ジャンル、番組の放送日時、番組のキーワードおよび番組の出演者を示す。
【００２８】
　また、番号１２ａの値が「１」に対応する優先順位１２ｄは、番号１１ａの値が「１」
に対応する番組１１ｂの優先順位を示す。なお、優先順位１２ｄは、例えば、番組録画時
または録画予約時に、ユーザによって設定されてもよいし、予め定められた条件に従って
制御部３によって自動的に設定されてもよい。
【００２９】
　また、番号１２ａの値が「１」に対応する視聴済み情報１２ｅは、番号１１ａの値が「
１」に対応する番組１１ｂが視聴済であるか否かを示す。なお、視聴済み情報１２ｅは、
制御部３によって自動的に設定される。
【００３０】
　図１に戻って、チューナ部１３は、例えば、放送局から放送された番組のうち録画予約
された番組を受け付け、また、放送局から番組情報を受け付ける。
【００３１】
　記録部１４は、チューナ部１３が受け付けた番組を番組格納部１１に格納し、その録画
日時および優先順位を番組情報格納部１２に格納する。なお、記録部１４は、時計部３１
からの日時情報を用いて録画日時を認識する。また、記録部１４は、チューナ部１３が受
け付けた番組情報を、番組情報格納部１２に格納する。
【００３２】
　なお、記録部１４は、番組、録画日時、番組情報および優先順位を、番組ごとに同じ番
号１１ａおよび１２ａに関連づけて格納する。
【００３３】
　受付部２は、一般的に受付手段と呼ぶことができる。
【００３４】
　受付部２は、番組の再生指示を受け付ける。受付部２は、その再生指示を、制御部３（
具体的には、選択部３２と短縮部３３）に提供する。
【００３５】
　制御部３は、一般的に制御手段と呼ぶことができる。
【００３６】
　制御部３は、再生指示が受け付けられた場合、録画部１から録画日時を読み出し、その
録画日時から再生指示の受付時までの経過時間を算出する。
【００３７】
　制御部３は、その録画日時に対応する番組の再生時間が録画時に特定されたその番組の
再生時間以下となるように、その番組の再生時間を、その経過時間に基づいて制御する。
【００３８】
　例えば、制御部３は、経過時間が長くなるほど、録画番組の再生時間を短くする。換言
すると、制御部３は、経過時間が長くなるほど録画番組の短縮の度合いを大きくする。
【００３９】
　再生部４は、一般的に再生手段と呼ぶことができる。
【００４０】
　再生部４は、表示部およびスピーカを含み、制御部３にて短縮の度合いが制御された録
画番組を再生する。
【００４１】
　選択条件格納部５は、一般的に選択条件格納手段と呼ぶことができる。
【００４２】
　選択条件格納部５は、再生される録画番組を選択するための選択条件を格納する。選択
条件格納部５は、ユーザが入力した選択条件を格納してもよい。
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【００４３】
　なお、選択条件格納部５は、ユーザの視聴状況および番組の録画予約も格納する。よっ
て、チューナ部１３は、選択条件格納部５内の録画予約に従って番組を録画する。
【００４４】
　選択条件は、ユーザの視聴状況に応じて、制御部３によって設定されてもよい。例えば
、制御部３が、ユーザの視聴状況に基づいて、ユーザが好む番組を推定した場合、制御部
３は、ユーザが好む番組の名称を、選択条件として選択条件格納部５に格納する。
【００４５】
　設定部６は、一般的に設定手段と呼ぶことができる。
【００４６】
　設定部６は、視聴予定時間を示す視聴予定時間情報（時間情報）を設定する。
【００４７】
　設定部６は、ユーザから視聴予定時間情報を受け付けた場合、その視聴予定時間情報を
設定してもよい。
【００４８】
　また、制御部３が、ユーザの視聴状況に基づいて視聴予定時間を推定し、その視聴予定
時間を示す視聴予定時間情報を設定部６に設定してもよい。
【００４９】
　再生制御部７は、一般的に再生制御手段と呼ぶことができる。
【００５０】
　再生制御部７は、再生指示が受け付けられた場合に、録画部１内の番組を再生する。
【００５１】
　例えば、再生制御部７は、再生指示が受け付けられた場合、録画部１から録画日時を読
み出し、その録画日時から再生指示の受付時までの経過時間を算出する。
【００５２】
　再生制御部７は、その録画日時に対応する番組の再生時間が、録画時に特定されたその
番組の再生時間以下となるように、その番組の再生時間を、その経過時間に基づいて制御
する。
【００５３】
　時計部３１は、一般的に時計手段と呼ぶことができる。
【００５４】
　時計部３１は、現在の日時を表す日時情報を、記録部１４と、選択部３２と、短縮部３
３とに提供する。
【００５５】
　選択部３２は、一般的に選択手段と呼ぶことができる。
【００５６】
　選択部３２は、再生指示が受け付けられた場合、番組格納部１１と、番組情報格納部１
２と、選択条件格納部５とを参照して、選択条件格納部５内の選択条件に該当する番組を
選択する。
【００５７】
　例えば、選択条件格納部５が、選択条件として番組名を格納している場合、選択部３２
は、番組情報格納部１２を参照して、その番組名を含む番組情報１２ｃを特定する。
【００５８】
　続いて、選択部３２は、その特定された番組情報１２ｃと対応する番号１２ａを特定す
る（図２参照）。
【００５９】
　続いて、選択部３２は、番組格納部１１を参照して、その特定された番号１２ａが示す
値と対応づけられている番組１１ｂを、選択条件に該当する番組として選択する。
【００６０】
　選択部３２は、選択条件に該当する番組１１ｂを、番組格納部１１から読み出し、さら
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に、その番組１１ｂに対応する、録画日時１２ｂと番組情報１２ｃと優先順位１２ｄとを
、番組情報格納部１２から読み出す。
【００６１】
　選択部３２は、それら読み出された、番組１１ｂと録画日時１２ｂと番組情報１２ｃと
優先順位１２ｄとを、番組ごとに、短縮部３３に提供する。
【００６２】
　短縮部３３は、一般的に短縮手段と呼ぶことができる。
【００６３】
　短縮部３３は、選択部３２から提供された番組１１ｂについて、その番組の録画日時か
ら再生指示の受付時までの経過時間を算出する。
【００６４】
　短縮部３３は、選択部３２から提供された番組１１ｂの再生時間が、録画時に特定され
たその番組１１ｂの再生時間以下となるように、その番組１１ｂの再生時間を、その経過
時間に基づいて制御する。
【００６５】
　例えば、短縮部３３は、選択部３２から提供された番組１１ｂの、録画時に特定された
再生時間の合計が、設定部６にて設定された視聴予定時間情報が示す視聴予定時間を超え
る場合、まず、選択部３２から提供された番組１１ｂについて、その番組の録画日時から
再生指示の受付時までの経過時間を算出する。
【００６６】
　続いて、短縮部３３は、選択部３２から提供された番組１１ｂの再生時間が、録画時に
特定されたその番組１１ｂの再生時間以下となるように、その番組１１ｂの再生時間を、
その経過時間に基づいて制御する。
【００６７】
　この場合、短縮部３３は、さらに、再生時間が制御された番組１１ｂの優先順位１２ｄ
と、再生時間が制御された番組の再生時間と、に基づいて、再生時間が制御された番組１
１ｂの中から、視聴予定時間内で再生する再生予定番組を選択する。短縮部３３は、再生
予定番組を再生部４に提供する。再生部４は、再生予定番組を再生する。
【００６８】
　短縮部３３は、例えば、各番組について、経過時間が長くなるほど、番組１１ｂの短縮
の度合いを大きくして番組１１ｂの再生時間を短くする。
【００６９】
　短縮部３３は、例えば、番組１１ｂの特徴点を抽出し、その特徴点からなる番組１１ｂ
のダイジェストを作成することによって、番組１１ｂ（番組１１ｂの再生時間）を短縮す
る。なお、番組の短縮方法は、上記に限らず適宜変更可能である。
【００７０】
　なお、短縮部３３は、選択部３２から提供された番組１１ｂの、録画時に特定された再
生時間の合計が、視聴予定時間を超えない場合、選択部３２から提供された番組１１ｂを
短縮せずに再生部４に提供する。この場合、再生部４は、短縮されていない番組を再生す
る。
【００７１】
　次に、動作を説明する。
【００７２】
　図４は、録画再生装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【００７３】
　ユーザが、受付部２に再生指示を入力すると、受付部２は、その再生指示を受け付け、
その再生指示を選択部３２および短縮部３３に提供する（ステップ４０１）。
【００７４】
　選択部３２は、再生指示を受け付けると、番組格納部１１と、番組情報格納部１２と、
選択条件格納部５と、を参照して、選択条件格納部５内の選択条件に該当する番組（再生
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候補番組）を選択する（ステップ４０２）。
【００７５】
　図５は、ステップ４０２の一例を説明するためのフローチャートである。
【００７６】
　図５の説明では、選択条件格納部５は、７つの選択条件（選択条件Ａ～Ｇ）を格納して
いるものとする。
【００７７】
　選択条件Ａは、「毎日録画している番組で、かつ翌日までに視聴している実績が基準値
より多い番組」を意味する。
【００７８】
　選択条件Ｂは、「毎週１～６回録画している番組で、かつ次回放送までに視聴している
実績が基準値より多い番組で、かつ翌日が次回放送日の番組」を意味する。
【００７９】
　選択条件Ｃは、「毎日録画している番組」を意味する。
【００８０】
　選択条件Ｄは、「毎週１～６回録画している番組で、かつ次回放送までに視聴している
実績が基準値より多い番組で、かつ録画後経過日数が基準値より長い番組」を意味する。
【００８１】
　選択条件Ｅは、「毎週１～６回録画している番組」を意味する。
【００８２】
　選択条件Ｆは、「不定期に録画されている番組で、かつその曜日・時刻に基準値以上視
聴している同シリーズ番組」を意味する。
【００８３】
　選択条件Ｇは、「不定期に録画されている番組で、かつその曜日・時刻に基準値以上視
聴している同系ジャンルの番組」を意味する。
【００８４】
　なお、選択条件は、上記に限らず適宜変更可能である。
【００８５】
　選択部３２は、番組情報格納部１２内の視聴済み情報１２ｅが「未（未視聴）」を示す
番組に対応する情報を、番号１２ａ順に、選択していく。
【００８６】
　選択部３２は、選択された番組が、選択条件Ａに該当する場合（ステップ５０１）、そ
の番組を再生候補番組として選定し、番組情報格納部１２に、その番組の優先順位１２ｄ
として「１」を格納する（ステップ５０２）。
【００８７】
　選択された番組が、選択条件Ａに該当せず、選択条件Ｂに該当する場合（ステップ５０
３）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定し、番組情報格納部１２に、そ
の番組の優先順位１２ｄとして「２」を格納する（ステップ５０４）。
【００８８】
　選択された番組が、選択条件ＡおよびＢに該当せず、選択条件Ｃに該当する場合（ステ
ップ５０５）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定し、番組情報格納部１
２に、その番組の優先順位１２ｄとして「３」を格納する（ステップ５０６）。
【００８９】
　選択された番組が、選択条件Ａ、ＢおよびＣに該当せず、選択条件Ｄに該当する場合（
ステップ５０７）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定し、番組情報格納
部１２に、その番組の優先順位１２ｄとして「４」を格納する（ステップ５０８）。
【００９０】
　選択された番組が、選択条件Ａ、Ｂ、ＣおよびＤに該当せず、選択条件Ｅに該当する場
合（ステップ５０９）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定し、番組情報
格納部１２に、その番組の優先順位１２ｄとして「５」を格納する（ステップ５１０）。
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【００９１】
　選択された番組が、選択条件Ａ、Ｂ、Ｃ、ＤおよびＥに該当せず、選択条件Ｆに該当す
る場合（ステップ５１１）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定し、番組
情報格納部１２に、その番組の優先順位１２ｄとして「６」を格納する（ステップ５１２
）。
【００９２】
　選択された番組が、選択条件Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥおよびＦに該当せず、選択条件Ｇに該
当する場合（ステップ５１３）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定し、
番組情報格納部１２に、その番組の優先順位１２ｄとして「７」を格納する（ステップ５
１４）。
【００９３】
　選択された番組が、選択条件Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、ＦおよびＧに該当しない（ステップ
５１３）、選択部３２は、その番組を再生候補番組として選定しない。
【００９４】
　選択部３２は、上記処理を、全ての未視聴の番組について行う（ステップ５１５）。
【００９５】
　以上が、ステップ４０２の一例である。
【００９６】
　選択部３２は、再生候補番組１１ｂを、番組格納部１１から読み出し、さらに、その再
生候補番組１１ｂに対応する、録画日時１２ｂと番組情報１２ｃと優先順位１２ｄとを、
番組情報格納部１２から読み出す。
【００９７】
　選択部３２は、それら読み出された、再生候補番組１１ｂと録画日時１２ｂと番組情報
１２ｃと優先順位１２ｄとを、番組ごとに、短縮部３３に提供する。
【００９８】
　図４に戻って、短縮部３３は、再生候補番組１１ｂの再生時間（録画時に特定された再
生時間）の合計が、設定部６にて設定された視聴予定時間情報が示す視聴予定時間を超え
る場合（ステップ４０３）、再生候補番組１１ｂについて、その番組の録画日時から再生
指示の受付時までの経過時間を算出し、再生候補番組１１ｂの短縮の度合いを、その経過
時間に基づいて制御する（ステップ４０４）。
【００９９】
　図６は、ステップ４０４の一例を説明するためのフローチャートである。
【０１００】
　なお、短縮部３３は、４つの短縮条件（短縮条件ａ～ｄ）を格納しているものとする。
【０１０１】
　短縮条件ａは、「選択された再生候補番組１１ｂの次回放送が１日以内、または、選択
された再生候補番組１１ｂが録画されてから１週間以上経過していること」を意味する。
【０１０２】
　短縮条件ｂは、「選択された再生候補番組１１ｂが録画されてから５日以上経過してい
ること」を意味する。
【０１０３】
　短縮条件ｃは、「選択された再生候補番組１１ｂが録画されてから３日以上経過してい
ること」を意味する。
【０１０４】
　短縮条件ｄは、「選択された再生候補番組１１ｂが録画されてから１日以上経過してい
ること」を意味する。
【０１０５】
　短縮部３３は、再生候補番組１１ｂを、１つずつ順番に選択していく。
【０１０６】
　短縮部３３は、選択された再生候補番組１１ｂが、短縮条件ａに該当する場合（ステッ
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プ６０１）、その再生候補番組１１ｂを、元の番組の再生時間（録画時に特定された再生
時間）の５％の再生時間になるように短縮する（ステップ６０２）。この場合、その再生
候補番組１１ｂの短縮の度合いは９５％となる。
【０１０７】
　選択された再生候補番組１１ｂが、短縮条件ａに該当せず、短縮条件ｂに該当する場合
（ステップ６０３）、短縮部３３は、その再生候補番組１１ｂを、元の番組の再生時間の
１０％の再生時間になるように短縮する（ステップ６０４）。この場合、その再生候補番
組１１ｂの短縮の度合いは９０％となる。
【０１０８】
　選択された再生候補番組１１ｂが、短縮条件ａおよびｂに該当せず、短縮条件ｃに該当
する場合（ステップ６０５）、短縮部３３は、その再生候補番組１１ｂを、元の番組の再
生時間の２５％の再生時間になるように短縮する（ステップ６０６）。この場合、その再
生候補番組１１ｂの短縮の度合いは７５％となる。
【０１０９】
　選択された再生候補番組１１ｂが、短縮条件ａ、ｂおよびｃに該当せず、短縮条件ｄに
該当する場合（ステップ６０７）、短縮部３３は、その再生候補番組１１ｂを、元の番組
の再生時間の５０％の再生時間になるように短縮する（ステップ６０８）。この場合、そ
の再生候補番組１１ｂの短縮の度合いは５０％となる。
【０１１０】
　選択された再生候補番組１１ｂが、短縮条件ａ、ｂ、ｃおよびｄに該当しない場合（ス
テップ６０７）、短縮部３３は、その再生候補番組１１ｂを短縮しない（ステップ６０９
）。この場合、その再生候補番組１１ｂの短縮の度合いは０％となる。
【０１１１】
　短縮部３３は、上記処理を、全ての再生候補番組１１ｂについて行う（ステップ６１０
）。
【０１１２】
　以上が、ステップ４０４の一例である。
【０１１３】
　なお、短縮条件、および、短縮度合いの制御は、上記に限らず適宜変更可能である。
【０１１４】
　例えば、録画時に特定された再生時間が１５分以内で次回放送が１日以内の番組は、短
縮しなくてもよい。
【０１１５】
　図４に戻って、短縮部３３は、ステップ４０４を終了すると、短縮の度合いが制御され
た再生候補番組１１ｂの優先順位１２ｄと、短縮の度合いが制御された番組の再生時間と
、に基づいて、短縮の度合いが制御された再生候補番組１１ｂの中から、視聴予定時間内
で再生する再生予定番組を選択する（ステップ４０５）。
【０１１６】
　例えば、短縮部３３は、短縮の度合いが制御された再生候補番組１１ｂを、優先順位が
高い（優先順位の値が小さい）順に選択していきながら、その選択された再生候補番組１
１ｂの再生時間の合計が視聴予定時間を越えたかを判断する。
【０１１７】
　再生時間の合計が視聴予定時間を越えた場合、短縮部３３は、そのとき選択されている
再生候補番組１１ｂより以前に選択された再生候補番組１１ｂを、再生予定番組として選
択する。
【０１１８】
　続いて、短縮部３３は、再生予定番組として選択されていない再生候補番組１１ｂを、
再生時間が短い順に選択していきながら、その選択された再生候補番組１１ｂの再生時間
の合計と、再生予定番組の再生時間の合計と、の和が、視聴予定時間を越えたか判断する
。
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【０１１９】
　再生候補番組１１ｂの再生時間の合計と再生予定番組の再生時間の合計との和が視聴予
定時間を越えた場合、短縮部３３は、そのとき選択されている再生候補番組１１ｂより以
前に選択された再生候補番組１１ｂを、再生予定番組として選択する。
【０１２０】
　続いて、短縮部３３は、再生予定番組を再生部４に提供する。
【０１２１】
　再生部４は、短縮部３３から提供された再生予定番組を再生する（ステップ４０６）。
【０１２２】
　一方、ステップ４０３で、再生候補番組１１ｂの再生時間（録画時に特定される再生時
間）の合計が、設定部６にて設定された視聴予定時間情報が示す視聴予定時間を超えない
場合、短縮部３３は、再生候補番組１１ｂを短縮せずに再生予定番組として選択する（ス
テップ４０７）。
【０１２３】
　続いて、短縮部３３は、再生予定番組を再生部４に提供する。
【０１２４】
　再生部４は、短縮部３３から提供された再生予定番組を再生する（ステップ４０６）。
【０１２５】
　本実施形態によれば、再生制御部７は、再生指示が受け付けられた場合、録画日時から
再生指示の受付時までの経過時間を算出し、その録画日時に対応する録画番組の再生時間
が、録画時に特定されたその録画番組の再生時間以下となるように、その録画番組の再生
時間を、その経過時間に基づいて制御する。
【０１２６】
　この場合、録画番組の再生時間を、録画経過時間に応じて短くすることが可能になる。
よって、ユーザは、例えば、視聴時間を十分に確保できない場合に、録画日時の古い録画
番組を短縮して視聴することが可能になる。
【０１２７】
　なお、上記作用効果は、録画部１と受付部２と再生制御部７からなる録画再生装置でも
生じる。
【０１２８】
　また、本実施形態では、再生制御部７は、録画経過時間が長くなるほど、録画番組の再
生時間を短くする。
【０１２９】
　この場合、ユーザは、録画日時が古い番組ほど、時間をあまりかけずに視聴することが
可能になる。
【０１３０】
　また、本実施形態では、選択部３２は、再生指示が受け付けられた場合、録画番組の中
から、予め定められた選択条件に該当する番組を選択する。短縮部３３は、選択部３２に
て選択された番組について、番組の録画日時から再生指示の受付時までの経過時間を算出
し、その番組の再生時間が、録画時に特定されたその番組の再生時間以下となるように、
その番組の再生時間を経過時間に基づいて制御する。
【０１３１】
　この場合、例えば、ユーザの嗜好に応じた録画番組を選択し、その録画番組の再生時間
を短くすることが可能になる。このため、ユーザは、自らが好む録画番組を短時間で視聴
することが可能になる。
【０１３２】
　また、本実施形態では、短縮部３３は、選択部３２にて選択された番組の再生時間の合
計が視聴予定時間を超える場合、選択された番組について、番組の録画日時から再生指示
の受付時までの経過時間を算出し、その番組の再生時間が、録画時に特定されたその番組
の再生時間以下となるように、その番組の再生時間を経過時間に基づいて制御する。
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【０１３３】
　この場合、選択された録画番組が視聴予定時間に収まらない場合、録画番組の短縮の度
合いが制御される。このため、録画番組の短縮が必要な場合に、録画番組を短縮すること
が可能になる。
【０１３４】
　また、本実施形態では、短縮部３３は、さらに、番組の優先順位と、再生時間が制御さ
れた番組の再生時間と、に基づいて、再生時間が制御された番組の中から、視聴予定時間
内で再生する再生予定番組を選択する。再生部４は、再生予定番組を再生する。
【０１３５】
　この場合、視聴予定時間内で再生される番組を効率よく選択することが可能になる。
【０１３６】
　以上説明した実施形態において、図示した構成は単なる一例であって、本発明はその構
成に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】本発明の第１実施形態の録画再生装置を示したブロック図である。
【図２】番組格納部１１に格納される情報の一例を示した説明図である。
【図３】番組情報格納部１２に格納される情報の一例を示した説明図である。
【図４】図１に示した録画再生装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図５】ステップ４０２の一例を説明するためのフローチャートである。
【図６】ステップ４０４の一例を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【０１３８】
　　　１　　　録画部
　　　１１　　番組格納部
　　　１２　　番組情報格納部
　　　１３　　チューナ部
　　　１４　　記録部
　　　２　　　受付部
　　　３　　　制御部
　　　３１　　時計部
　　　３２　　選択部
　　　３３　　短縮部
　　　４　　　再生部
　　　５　　　選択条件格納部
　　　６　　　設定部
　　　７　　　再生制御部
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【図３】

【図４】 【図５】
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